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米
朝
首
脳
会
談
と
イ
ー
ジ
ス
・
ア
シ
ョ
ア
導
入
と
の
関
係
に
関
す
る
質
問
主
意
書

三
月
八
日
、
韓
国
の
文
在
寅
大
統
領
の
特
使
と
し
て
北
朝
鮮
を
訪
問
し
、
金
正
恩
朝
鮮
労
働
党
委
員
長
と
会
談
し
た
韓
国
大

統
領
府
の
鄭
義
溶
国
家
安
保
室
長
が
米
国
の
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
を
訪
れ
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
と
面
会
し
ま
し
た
。

面
会
後
の
鄭
義
溶
国
家
安
保
室
長
が
明
ら
か
に
し
た
こ
と
に
よ
る
と
、
金
正
恩
党
委
員
長
か
ら
非
核
化
実
現
の
意
思
を
示

し
、
こ
れ
以
上
の
核
実
験
や
弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
発
射
実
験
を
控
え
る
と
約
束
し
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
と
の
可
能
な
限
り
早
い
会

談
を
求
め
た
と
の
こ
と
で
す
。

こ
の
金
委
員
長
の
意
向
を
受
け
て
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
も
五
月
ま
で
に
金
委
員
長
と
会
談
す
る
と
表
明
し
、
北
朝
鮮
情
勢
が
大

き
く
転
換
す
る
兆
し
が
見
え
て
参
り
ま
し
た
。

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
と
金
委
員
長
の
会
談
が
実
現
し
、
核
開
発
や
弾
道
ミ
サ
イ
ル
発
射
実
験
が
控
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
れ
ば
、

北
朝
鮮
の
脅
威
は
な
く
な
り
、
我
が
国
を
取
り
巻
く
安
全
保
障
環
境
は
大
幅
に
好
転
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
と
金
委
員
長
と
の
会
談
の
結
果
、
北
朝
鮮
か
ら
の
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
の
可
能
性
が
限
り
な
く
低
く
な
っ
た
場

合
、
北
朝
鮮
の
弾
道
ミ
サ
イ
ル
に
よ
る
攻
撃
を
防
御
す
る
た
め
に
導
入
が
決
め
ら
れ
た
イ
ー
ジ
ス
・
ア
シ
ョ
ア
を
配
備
す
る
根

拠
が
な
く
な
り
、
よ
っ
て
、
政
府
は
イ
ー
ジ
ス
・
ア
シ
ョ
ア
の
導
入
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。一



米
朝
首
脳
会
談
の
結
果
、
北
朝
鮮
の
脅
威
が
無
く
な
っ
た
場
合
、
導
入
を
決
め
て
い
る
イ
ー
ジ
ス
・
ア
シ
ョ
ア
の
配
備
を
見

直
す
こ
と
は
あ
り
得
る
の
か
、
政
府
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

ま
た
、
購
入
先
と
の
契
約
で
は
、
国
際
情
勢
の
変
化
に
よ
り
導
入
を
見
直
し
て
、
イ
ー
ジ
ス
・
ア
シ
ョ
ア
の
購
入
を
や
め
る

こ
と
が
で
き
る
契
約
に
な
っ
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

右
質
問
す
る
。

二


